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I はじめに
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1978年に l回目， 1981年に2回目の実践研究を通して，いささかダンス教材の普及に寄与で
きたと思われるが，まだ不充分な点が見られるので改めて指導計画を作成した。授業での展開
と，サークル活動の中での展開， 講習会等で実践し，たのしいダンス授業となりそうなのでこ
こに報告したい。指導要領の改定により，また巷のダンスブームにより，以前よりダンス授業
がやり易くなったといわれるが系統的 ・段階的指導の手引きが少ないためになかなか実施が困
難である。今回は，45分授業15時間分の授業案を作成し，小学校高学年より大学生，一般婦人
層まで活用できるようにしてみた。そのうちの5時間分の授業案を通して検討したい。
I[ ダンスの特性ととらえ方
知育偏重といわれる教育傾向を是正することにより，知育 ・徳育 ・体育の調和を計り，人間
性の回復をねらい， 生徒の心身の発達に即した基礎的な学習内容を精選し，個性尊重のもとに
教育されることを願い指導要領の改定が成された。体育が教育のー領域であることから考えれ
ば，この教育の目的にふさわしい体育授業の展開が必要であることは当然である。 現代人の体
力不足・運動不足の状態をどのように解消していくかは，世界をあげての大きな課題であるが，
児童 ・生徒にとっての体力不足は，傷病 ・疾病ばかりでなく，精神面の発達にも影響があると
いわれている。 従って，健康で、明るい生活を送るための基礎的知識と共に，適切な運動を継続
的に行なうことの必要性を知らせることも大切である。 教育課程改定のねらいの中に，人間性
豊かな児童 ・生徒を育てることと して，ひとりひとりの児童 ・生徒に対して次のようなことが
留意されねばならないとしている。
ア．創造的な知性と技能を育てること。
イ．強靭な意志力を養い， 自律的な精神を育てること。
ウ．自然愛や人間愛を大切にする豊かな情操を養うこと。
エ．正しい勤労観を培うこと。
オ．社会連帯意識や奉仕の精神に基づく実践的な社会性を培うこと。
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カ．健康でたくましい身体の鍛練に努めること。
キ．家族・郷土・祖国を愛するとともに，国際社会の中で信頼と尊敬を得る日本人を育成す
ること。
以上の留意点の中で保健体育の改善との関連で，特に留意しなければならないのは，（カ）は，
保健体育の基本的なねらいとしてふまえるとともに，健康の増進や体力の向上を一層充実する
必要がある。また（イ）は，運動は生徒の興味や意欲に支えられるとともに，強い意志による
実践力を必要とするので，運動実践を通して育成を図るようにする必要がある。（オ）は運動
実践において，協力・ 責任・公正などの社会的態度が必要とされるので，これが社会的に望ま
しい行動として，実践できるように育成することが必要であるとして，ダンス教材では，保健
体育の目標でもある（イ）（オ） （カ）の他に，運動を通しての表現活動として，創造性を養う
ことを考えれば，（ア）の項目の一助となり，巾広い題材のとりあげ方の中から自然や事物を
追求し，よく観察する能力を養い，人間の心を追求することから情緒の安定をはかり，美しい
心ややさ しい心を養うことなどを考えれば，（ウ） の項目の一助にもなろう。また，題材は日
常の生活事象や自然現象，思想，歴史など巾広くとりあげることにより，他の分野の学習をも
共に深めることができるなど，体育ばかりでなく，教育の目標とするところ全般にも多く寄与
するものと思われる。ダンスの特性は人聞の身体を素材にして，リズミカルな運動を用いて，
個人や集団で行われる美しい運動表現であり，個性豊かな自由な活動である。指導のねらいは，
「リズミカルな運動」「個人J「集団」「美しい運動表現」をめざし，加えて体育の目標の一つ
である体力づくりを併せて考える必要があろう。また，作品づくりで動きをまとめあげる段階
で自分の意見をのべ，更に相手を認めてすすめていかなければ，心を一つにして踊ることがで
きないところから，ただ単に人に従うことではなく，よく協力し話合うことが必要である。ス
ポーツ教材では技能の差があるが，表現活動では個性を重要視するので技能差があまりなく，
そんな中から学ぶ連帯意識はスポーツにおけるチームワークとは異なった呼吸を合せた高い仲
間意識として獲得されると考える。 「小学校からの発展を考えると，中学校ではそのものの感
じをつかんで動きの流れをつくることができるようになり，『感じJから連想して自己の経験
を生かして広い範囲から題材をみつけ出すようになる。特に，技能面ではまだ身軽さの残る 1・
2年生の聞に軽やかにはずんだり，激しく ジャンフしたり，急激にターンするなどの躍動的な
感じのある動きの表現を習得させ，それを定着させたい。 一方この年代は美的志向性が強まる
時期でもあり，美しく滑らかな身のこなしへのあこがれとも関連づけ，美しいポーズ，流動感
のある動きの表現の世界へと導いていくことも必要である。また，個人の動きの特徴をとらえ
るのみならず，集団の表現として感じにふさわしく群の構成を考え変化できるようになる。ま
とめ方については，単調に動きを反復連続するだけにとどまらず，段階がすすむにつれて，一
連の長さの中にまとまりを感じるように動きを変化発展できるようになる」と学習指導要領の
展開の中で述べられているが，実際に小学校段階で、のダンス経験に差があり，その多くはダン
スの経験がすくないところから，心的には発達していても，ダンス的身体と心の結びつきが成
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されていない場合が多く，感じにふさわしく表現することが極めて困難となり，指導者の能力
も一様でないところからますますダンス教材を困難なものにしてしまう傾向がつよい。従って，
そのものの感じを心で、つかんで、も，それを動きにし流れをつくることがむずかしい場合が多い。
現代っ子はリズム感もよく，音楽に対し敏感に身体で反応する。しかし，動きに巾がないこと
と表現的な動きをうみ出せないことから，作品としての感じが出しきれない。文章表現では，
多くの表現的なことばを知る必要があり，絵画では絵具のくみ合せが必要であり，音楽でもた
くさんの音の出し方を知る必要があり，その上に表現すべき感覚が必要である。身体表現では，
多くの動きの言葉をもたねば自由な表現はできない。 技能については，「楽しく軽やかで滑ら
かな感じの表現」「激しく対立する感じの表現」「力強く まとまって活動する感じの表現」など
異なった感じの表現を自然，生活事象，生活感情など広い範囲から題材をとらえ， 「盛りあが
りのある動きや，まとまりのある連続的な動きで行ない，楽しく踊ることができるようにする」
と示されているが， そこに至るまでに 「軽やかな，リズミカルな運動の開発とその獲得」「激
しく対立する動きの開発とその獲得J「力強い運動の開発とその獲得jととらえて行ってもよ
いのではないか。 豊富な動きの獲得の後に，運動のもつ表現性をとらえさせ，表現的動きの開
発へと段階をすすめる。更にすすんで題材にふさわしい動きを連続的につなぎ，盛りあがりを
もって作品にまとめあげるようにすすめるとよいと考える。ここまですすめられてはじめて
ア．ダンスの技能を習得させ，美しい感じのある表現を工夫してくつり，楽しく踊り，鑑賞
することができるようにする。
イ． ダンスの練習を通して，自己の自覚と責任をもち，互いに協力して計画的に学習をすす
めるとともに，運動に伴う美的創造的態度を養う。
ウ．ダンスを楽しく踊り， 美しく表現し鑑賞する経験を通して，明るく豊かな生活を行う能
力と態度を育てる。
以上のダンスのねらいがあてはまるであろう。ダンス教材が指導されていないところが多い‘
が，はじめから表現的とか感じのある動きを求めて困難なものにしてはいないか。今回は，下
記のようなねらいをもって内容をすすめていきたい。
1. ダンス運動による体力づくりをめざして。（筋力， 持久力，柔軟性，調整力などを高め
ることを意図的に組む。）
2.多くの運動の獲得をめざして。
3.多くの動きのリズムの獲得をめざして。
4.自由につくることをたのしむ。
ダンスにおける題材は広く自然， 生活感情などよりとりあげるが，その準備運動や基本運動
も運動の巾をひろげることと，多くの変化ある リズムを経験することが必要である。
E 指導内容
改善しながらすすめてきたダンス教材の指導方法も，内容を巾広くし，経験する運動の内容
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を豊富にした。即成作品の指導を厳しく制限し，フォークダンスや民踊を与える以外は全て児
童・生徒自ら生み出す動きを求めていたことから，参考作品もなく全て創作しなければならな
かった。従って単に曲にふりつけをしたり，テレビの歌番組の踊りを模倣するにすぎなかった
わけである。その上，調査によると，創作ダンスは大変苦労が多かった上に，好きでない児童・
生徒が多い。しかし，よい指導者に段階的に指導を受けた児童・生徒は，この教材を大変好む
ところから，指導方法・内容の吟味と指導者の養成が必要であると考え永い間研究してきたが，
芸術的要素の教材はパターンがないためその指導方法 ・内容をきめて教えていくことが非常に
困難である。いろいろな指導の手順をふみ，指導案も数多く作成してきたが，今回は既成の部
分を多くし，知らず知らずのうちに豊富な動きとリズムを体験し，自ら創作することの楽しさ
へ移行で、きるように，小学校高学年から大学生・一般まで、の初心者を対象に45分授業15時間分
の授業内容とその指導方法を作成した。そのうち 5時間分を以下に述べ検討する。
1. リズム体操（ 5分） 音楽の選択に留意し，全身をのびのびと使うことができるような
曲にする。 指導者の模倣をするので，この段階で恥かしさをとり除く。運動は体操的なので抵
抗なく模倣でき， 曲に合せて「ゆっくり」または「切れ味よく」運動する練習になる。 小・中
学生であればパターンを決めて毎時同様のことを行なえば安心して運動に親しめる。
2.移動運動 (15分） 空間における自分の位置，重心の移動，空間移動の方法等技能的な
学習にも役立ち移動運動を加えることで楽しさが増す。決めた運動を与えていく。
3. スト レッチ体操（ 5分） 音楽の選択に留意し，のびのびした動きをひき出し，静止の
動きやゆっくりした運動を心と関連して生み出せる体験とする。
4.フレー ズ練習 (15分） 既成の踊りを曲に合せて楽しく踊ることでまとまりのある動き
の体験をする。 そしてフレーズ（一流れ）の動きを感じとるようにする。
5.自由な動き（ 5分） 与えられたリズムで自由に運動を生み出す練習をすることから，
自由な動きを楽しみ，作ることに慣れさせる。
1.たのしいダンス指導の一例 （初歩的段階）
(1) 1時間目
・リズム体操 （毎時同じでよい。動作を大きく行なう。）
1-8 1 -8 1 -4 1 -4 
③ 
1 -4 l -4 
①腕を十分のばし，体側もよくのばす。高い位置から下肢を動かさないで横にからだを倒
していく。l～8呼間で倒し，正面にもどして 1～8呼間で反対に行なう。のびのびとゆっく
り2往復行なう。
② 充分のばしたからだと腕を，はずみをつけるように 1-4呼間で4回倒し，反対方向へ
53 
1～ 4呼間4回倒す。はずみをつけて2往復行なう。
③ 一歩前に踏み出し，からだの前面のすべてをのばす気持ちでのびのびと両腕をひろげて
1～ 4呼聞で胸を聞いていく。反対足に変え，2往復行なう。
cr r 91}, 91¥ムペ
1～8 1 -8 1 -2 3～4 1 -4 5～ 8 
④ 1 -2呼間で強くパッパッと両腕を聞いて胸を聞く。聞いた両腕はやや上げ気味にする
と充分胸が開く。
⑤ l～ 8呼間で深く曲げ，1 -8呼闘でゆっくりのばす。のばす時は足から少し離れたと
ころに手をついてもよい。充分ひさをのばすことが大切である。2往復行なう。
⑥ 1～ 2呼闘でひざを曲げ， 3-4呼聞でよくのばす。はずみをつけながら 4往復行なう。
⑦両足を大きく聞き， 1 -4で充分横にひざをのばす。反対にも行ない， 2往復する。
?
?
?
…
?
?
??
?
?
?
③ ひざの曲げのばしを，両腕を聞いてバランスをとりながら1-2呼聞で左へ，3～ 4時
間で右へと 4往復行う。
⑨ その場かけ足を 8呼間4回行なう。リズミカルにのびのび行なう。
⑬ はずみながらももを高くひき上げる。できるだけ大きく上げ，軸足もよくのばす。1～
2呼間 （動作）を 8回行なう。
・移動運動
①右足よりウォーキングステッフで前進4歩，左まわりして右足より後向き4歩進む。左
まわりして正面向き，右横へl歩出してそろえるを 2回，左横も同様に行う。
説明の仕方
ア．タンタンタンタン（前進）タンタンタ ンー （後進），タンタタタン（右） タンタタタン（左）。
タンバリンや声かけのリズム言葉が動きを誘導してくれるので，アクセントをはっきりつけて
声をかけるようにする。
イ．まーあーえっ（前進） うーしーろっ（後進），よーこよこっ（右）よーこよこっ
言葉の余韻が動きを誘導するので，大きな声ではっきり声をかける方がよい。
以上流れがよくなったら左足より始め同様に行なう。
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② 右足よりウォーキングステップ2歩で前進， ツーステップ1回。左足より同様に行なう。
右足より右へまわって更に右足出してそろえる。左足より左へまわって更に左足出してそろえ
る。
G Q，づ Qo-> a→ Q 
左右 右 左 右
説明の仕方
ア．タンタンタッタッター，タンタンタッタッター，タララッタターン，タララ ッタッター
ン
イ．まいへまいへツーステップ，まいへまいへツーステップ，まーわーるっ（右）ま一わー
るっ（左）
以上一流れの運動としてできるようになったら左足より始め同様に行なう。
③①の運動と②の運動をつなぐ。
説明の仕方
ア． 1・2・3・4, 2 ・ 2・3・4' 3・2・3・4, 4・2・3・4（以上①の運動），
1・2・3と4, 2・2・3と4, 3・2・3と4, 4・2・3と4
イ．タ ンタンタンタン，タンタン ター ン，タンタタタン，タンタタタン （以上①の運動），
タンタンタッタッター，タンタタターン，タララッタッターン，タララッタッターン
いずれもアクセントをはっきりつけてリズムにのりやすいように誘導する。
c. ストレッチ体操（毎時少しづっ変化をつけて同様に行なう。）
(1) (2) "'L ι (3) (4) (5）’－ 1 ペ ～8~ラ 乏二一
( 1 -8）× 2 1～8 1 -8 ( 1～8）× 2 ( 1 -8）× 2 
① 足のつけ根の上に上体をまっすぐにのせ，両腕が充分にのびる。ゆっく りのびのびとl
～ 8呼間× 2で行う。
②横から腕をおろし，床をすって足のつけ根より前倒。 1-8呼聞で行なう。
③腹部を前に出すように両手を遠くのばす℃ 1～8呼聞で行なう。
④ ゆっくりと交互に遠くへ手をのばす。指先を足先より遠くへ出す。
⑤ 1～ 8呼問× 2で上によくのばし，足のつけ根より，腹部を遠くへ出すように倒し，1 
～ 8呼間× 2止めておく。
⑤ 背をのばし，両ひざをよく聞いて両腕を上げ，16呼聞とめる。
⑦ 片足を立ててからだをひねる。充分背をのばし16呼間とめる。次に反対へ同様に行ない
16呼聞とめる。
③横臥脚上げ動作を16呼間とめ，次に8回はずみをつけて振りあげる。
）× 2 
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③ 
くど三
(1-2) X2と （1～8) 
③人
⑦A 
( 1 -8）×2 
み
( 1～ 8）×2と （1 -8) ( 1～ 8）× 2 
のばした足の方へ足のつけ根よ片足を曲げて片足をのばす。からだをまっすぐに保ち，⑨ 
8回はずむ。次に反対も同様に行なう。り倒し16呼聞とめて，
~j ⑬ 
ヲ伊乞
⑫ 
λふ
⑪ 
＝二，． 仁 ＝＝＝三
( 1-8）× 2 (1-8) X2 ( 1～8）×2 ( 1～8）×2 ( 1～8）× 2 
伏臥状態で， 肩巾より広めに両足を聞き， 上体をゆっくりそらせる。16呼間とめる。
指先より足先まで充分のばす。 16呼間充分に行なう。
上体をそらせ，足も充分曲げる。頭と足を接触させるように行なう。
脇の下を床につけるように充分のばす。16呼聞かけてゆっく り腰ものばす。
?
?
????
正座姿勢で充分からだをのばし，両腕を高くあげ，胸をそらせ16呼聞とめる。
・フレーズ練習
ジャズダンスやエアロ一流れの運動を リズミカルに動けることを願って創作したもので，
しかし，運動と運動のつなぎや早さの切りかえピックダンスのようにたのしくまとめてみた。
などに工夫をしいろいろなリズムパターンや動きを経験できるようにまとめた。一流れの運動
を3-4分位の曲でく りかえし踊るようにした。 曲も自由に選択できるようにした。
フレーズ練習? ? ? ?
??
右足左斜め後ヘツーステッフ，左足横へ 卜ントンとポイン 卜2① 
回， 左足右斜め後へツーステッフ，右足横へトントンとポイン卜2回，
右足より前へ2歩l～ 2と3-4呼聞と進み右へ出してそろえる出し
てそれえるを 5～ 8呼間行なう，左足より同様に前へ2歩1-2と3
-4呼聞と進み左へ出してそろえる出してそろえるを 5-8呼間行な
横ヘポイン 卜う，右足より 1-3と3歩さがり 4で右足でとんで左足ひざ曲げて上
その場で左足より足ふみ3つ左足でとんで右ひざ曲げて上げて拍手を 1つ，右げ拍手を 1つ，
?
5-8呼間で3歩歩いて4歩目そろえる，へ大きくまわる 1-2と3-4呼聞で2歩歩き，
5-8時間で3歩歩いて 4ろえた左足より左へ大きくまわる l～ 2と3-4呼間で2歩歩き，
歩目そろえる，右足でとびながら 1～ 4呼聞で、左足は横前横前と床を打つ，左足でとびながら
5 -8呼聞で右足は横前横前と床を打つ，右足でとびながら 1-2呼間で左足曲げてのばす。
この時右腕も曲げて指を開いて上にのばす，左足でとびながら 3-4呼間で右足曲げてのばす。
この時左腕を曲げて指を開いて上にのばす。右左ともう一度5-8呼聞く りかえす，右足でと
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フレーズ練習
2、 3-4・
トン トン I トントン
1 -2 
びながら左足のばして上げ，ひざを曲げ更にのばして 2回とぶ（ 1動作で4固とぶ），次に左
足で同様に行ない更に右足と左足をくりかえす。
説明の仕方
ア．タラランタッタッ（ツーステッフポンホ。ン），タラランタッタッ
（ツーステップボンボン），ターンターンタッタタターッ（ま一えっ
とんで拍手
まーえつよーこよこっ），ターンターンタッタタターッ，（ま一えつまー
えつよーこよこっ），タンタンタッ ター（ターで拍手），タンタタターッ
（ッで拍手），ターンタ ンータッタタターッ（右まわり，おーきくおーきくま一わ一る）ター
ターで拍手
ンターンタッタタターッ（左まわり，おーきくお一きくま一わーるっ），タララタ，タララタ （右
足 4回とび左足が横前横前），タラタラタッター（右足が横前横前，タンタータッタ一，タン
タタター，タ ンタータッター，タンタタター（曲げてのびーる，曲げてのびーる，曲げてのびー
る，曲げてのびーる），ターンタッター，タンタタター，ターンタッター，タッタタタ一（上
げて曲げて トー ントンを 4回）
e.自由な動き
（スキップ6+ 2呼聞のポーズ） ×3+ （まわってポーズ）× 3＋ゆっく り4呼間でしゃが
む＋ころりんと 3回ころがる＋4呼間でスーツと立つ。以上を打楽器を使って呼間数を知らせ，
声かけをしながら説明も入れてすすめる。 何回かくりかえし流れをつかませる。音の早さを変
えると面白くなる。 ピアノ伴奏でだんだんゆっく りするなど変化をつけると表現的になる。
以上1時間目の流れを述べたが， 2時間目以降はリズム体操とストレッチ体操は毎時同じな
のではぷく。
(2) 2時間目
．移動運動
① 1時間目の復習をする。
② 右へとんで出て左足前においてバランス，左へとんでバランス
右足よりツーステップ，後の左足を横にポイ ン卜する。
説明の仕方
ア．1・2と3・4, 5・6・7と8 イ．タンタラッタ， タンタラッタ，タララッタタ
ウ．ばーらんす，ばらんす，ツーステッフポン
③①と②をつなぎ，反対足からはじめる。右足からと左足からと続ける。
・フレーズ練習
?ゃ
??
，??
?
?
?
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① 1時間目の復習
② ひとまとまりの運動を把握させる。斜め後にツーステップを左と右に行ないひとまとま
りとし，前へ2歩進み横へ足を 2回そろえる動きの右と左を行ないひとまとまり， 後へさがり
拍手しその場足踏み拍手までひとまとまり，右と左へ大きくまわってひとまとまり，とんでと
んでのく りかえしでひとまとまりとなる。一流れずつ把握して動くと覚えも早くフレーズを感
じとる練習として効果的である。
・自由な動き
{ 1～ 2と3～ 4呼間でゆっくり 2歩歩いて， 5～ 8呼間でポーズ＋ ( 1～ 2呼聞で2歩歩
いて， 3～ 4呼間でポーズ）× 2}+ ( 1～ 2呼聞で沈んで3-4呼間でジャンプ， 5-8呼
聞でポーズ）× 2，モヤモヤした動作を，上下左右前後と自由に8回1-8呼間で行なう＋ l
～ 4呼聞でサッサッと切り， 5-8呼間でまわって切る。
説明の仕方
ポーズによっていつも同じにならないよう工夫させる。ジャンフはできるだけ高くとぶ。美
しさよりもリズミカルでエネルギッシュな運動を求める。
(3) 3時間目
．移動運動
①右足よりランニングステップ前進4歩，右へ大
きく足を出して右手を高く斜めにしてポーズ，左へ同
様に行なう。
説明の仕方
ア.1・2・3・4・5-6・7～ 8
イ．タ ンタンタンタン，タララ ッターターッ
ウ．まーあえつよーこよこー（ななめ，ななめでもよい。）
②右足よりツーステップ2つ，右足ふみこんでとんで，両腕頭上 ④ 
で作円する，左足ふみこんでとんで両腕は横に開く。
説明の仕方
ア．いーちにつ，さーんしっ，とーんでとーんで（うーえつよーこっ）
③①と②をつなぐ。
④右へとんでバランス，両腕左上から右斜め下に流す。左へとん
?????????????
サッ サッ
まわって
f 百一
P陣
② 
サッ
-; 
1 -2 3～4 
ノ〈ランス
1～2 
5 -6 
3～4 
7-8 
でバランス，両腕右上か ら左斜め下に流す。以上両手でからだの前に8の字を書き4回。
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説明の仕方
ア．タララッタッ，タララッタッ，タララッタッターン
⑤③と④をつなぐ。
以上流れよく行なえるようになったら左足より同様に行なう0
．フレーズ練習
① 1時間目の復習。 3時間目で完成させる。グルーフに分けて交互に見せ合い，見せるこ
と，見られることに慣れさせる。
c.自由な動き
自由な動き
て丈 今2冬 ア司、 ワy Ill lス 吃ナ”l、（ ¥ まわってハコ 目
一 ．．
l～4 5-8 1～ 4 
（走って行って 1-4，ポーズ 5-8）× 2+1-4でパターンと沈み，パッ 5～ 8でポー
ズ＋l～ 4でゆっくり沈んで， 5-8でころがる。 l～ 4でワッと中腰でとまり， 5-8で伏
せる， 1 -4でワッと中腰でとまり，まわってハッと背伸び首うなだれる。何回も初めからく
りかえし行なう。
打楽器を切れ昧よく叩き，静止のタイミングをつかみ，静止の運動を体験させる。
(4) 4時間目
・移動運動
①右足よりランニングステップ1-4呼間で4歩前進，
左まわりして5～ 8呼聞で4歩後進，大股1～ 2と3-4呼
間で2歩前進， 5 -6呼間で右足前に出し左足サイドヘポイ
ント， 7-8呼聞で左足前に出し右足サイドヘポイント。
); ;J;b 
1 -2 3～4 
説明の仕方
ア．タンタンタンタン（前進），タンタンターン（後進），ターンターン（大きく 2歩），タ
タタタ， ター ン（右足出し左足ポイン 卜， 左足出し右足ポイント）
イ．まーあーえっ， うーし一ろっ，おーきくお一きく，出してポン出してポン。
同様のことを左足からも行なう。
② ③ 
5 -6 
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②①の動きの後に次の運動をつなぐ。右足より 1-2呼間で右へまわる， 3-4呼聞で上
にのびて脱力する，左足より 5-6呼間で左へまわる。 7-8呼聞の同様に上にのびて脱力す
る。
説明の仕方
ア．タンタラッタターン，タンタラッタターン。
イ．まーわってのびておとーす，まーわってのびておとーす。
③右足右横に大きく出して l～ 2呼間で右手斜め上左手斜め下，左足左横に大きく出して
3-4呼聞で左手斜め上，右手斜め下， 5～ 6呼聞でもう一度右へ行ない， 7-8呼間で左足
前に出してそろえる。
説明の仕方
ア．タンタタ，タンタタ，タンタタターン。
イ．なーなめ，なーなめ，なーなめそろえる。
④①と②と③をつなぎ，次は左足より初めから行なう 0
．フレーズ練習
右足より 1-8呼聞で5歩前へかけ足， 3歩さがる。右足で右斜め後へとんで左足をそえ 1
-2呼間，左足で左斜め後へとんで右足をそえ 3-4呼間，以上を 2往復する。
右足より右横へ右手斜めのポーズで1-2呼間，左足より左へ3～ 4呼間，右へ腕をまわし
図示
ながらまわって，右足を右横に出し右手斜めのポーズを 5～ 7呼聞で行ない， 8-10呼間で段
階に分けてちじむ，左足より左方向へ1-10呼間で同様に行なう。右足ふみこんで前に出し左
足上げている 1-2呼間でとぶ，左足ふみこんで後向き右足上げて 3-4呼閣でとぶ，上げて
いる右足より 5～ 6呼間でツーステッフし左足を横ヘポイント（ここまで後向きのまま），左
足ふみこんで前に出し右足上げて 1～ 2呼間で後向きのままとぶ，上げている右足をふみこん
で前向き左足上げて 3-4呼聞でとぷ，上げている左足より 5-6呼間でツーステップし右足
を横ヘポイン卜，右足をかけて 1-2呼間で左まわり右足開いて両手上にのびて 1～ 2呼間，
3-4呼聞で左足ひいて右足に重心かけて左手首折って前に出す，左足聞いて両手上にのびて
1～ 2呼間3～ 4呼間で左足ひいて右足に重心かけて右手首折って前に出す。
説明の仕方
ア．タンタンタンタンタッ（ 5歩前），タッタッタッ（ 3歩さがる）タラランラン（右へ左
へとぶ），以上を 2回くりかえす。なーなめっ，なーなめっ（みーぎっ，ひーだりつ），まわっ
て，タッタッタッ（ちぢむ），左へなーなめっ，なーなめっ（ひーだり，みーぎっ）まわって，
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タッタッタッ（ちぢむ），とーんでっ，とーんでつ， タララッタター，とー んで，とーんでっ，
タララッタタ一， ターン（右足かけて左まわり）， のーびてっパッ，のーびてっパッ。
・自由な動き
( 1～6呼問スキップ3+7-8呼間ポーズ）× 4+ 1～8呼間でさがすようにゆっくり 4
歩＋小刻み走り1-4呼聞で8歩，大きく 5～ 6呼間でのびてサッとしゃがむ，はうように1
-4呼聞でゆっくり l歩を 4歩 （16呼間）自由に移動し，1-2呼間で片ひざ立ち， 3-4呼
聞で立ち上り両手を横に問く， 5～ 6呼間走って行って，7で上にのび， 8でワーッと両手を
聞き前の足に深くのる。
Z;;·u~ 
?
?
?
?
l～ 2 3 -4 
(5) 5時間目
．移動運動
① 4時間目の①と②と③の復習
② 右足より 1-4呼間でランニング前進4歩，右足より 5-6呼間でツーステップし，7
-8呼間で左足1歩前に出し右足横にポイント，右足より1歩出して1～ 2呼聞でそろえる，
左足より I歩出して 3～ 4呼聞でそろえる，右足5-6呼聞で送り出し 2歩， 7-8呼間で更
に右足を出して左足を横にポイント，次に左足より初めから続ける。
説明の仕方
ア． タンタンタンタン，タララ ッタ出してポン，タンタタ， タンタタ，タララッタ，ラッタッ
?
イ．右足より 4歩ランニング1-4呼間，ツーステッフ出してポン，出してそろえる出して
そろえる。，出して出して出してポン。
・フレーズ練習
前時に確認できなかった細かな点に注意する。強弱をはっきりつけるとかなり表現的になる
要素がある動きを入れているので， 打楽器で補助し， 音楽にのると共により表現的な動きを求
めてすすめた方がよい。
1 -4 5 -6 7-8 5-8 1～4 5-8 
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ゆっく り前へ1-2呼間， 後へ3-4呼間，斜めへ5～ 6呼間，横へ7-8呼間と歩を進め
る＋ ( 1～ 4呼間でころんところがる× 2)+1-4呼間でゆっくりのびて＋5～ 6呼間でパ
サンと沈む＋ 7-8呼間でパッと上を見る＋1-4呼間で顔を上げながら走り出す＋5-8呼
問で1歩ふみこんで両手をささげ＋ 1～ 4呼聞で一回転し＋5-8呼聞で3歩出て立ちひざで
前方にさし出す。
U ま と め
過去2回に亘り指導例をまとめ，現場で活用してもらったが，それぞれいろいろな問題があ
げられた。指導内容を盛りだくさんっくり，好きなように組み立てて自分で指導案を作成して
もらう自由な部分を作ったが，思うようにいかないということであまり充分に使いこなしても
らえなかった。ダンス指導に経験のない教師が，初心者を指導する場合を想定して作成した指
導案であっても，やはりまだ解らないとすることが多く，指導案どおりすすめても生徒の反応
が別の方向に行った時にどのように指示してよいかわからないということであった。また，作
品を作るに至っても創作過程での指示ができないために，作品の手なおしゃ助言がうまくでき
ないので，ジャズダンスやテレビの歌番組の踊りのようになり，ジェスチャーのようなふりつ
けをしたり，マイム的になる等教師が苦慮してしまうようである。教師も生徒もこのような踊
りでは何ら感動しないことはわかっている。相方が満足した状態で授業が完了しないとしたら，
やはり魅力ある教材とはなりにくい。いつ出てくるかわからない感動的場面をもった作品を期
待しながら授業をすすめると したら，それは大変時間の浪費である。今回は， 45分授業の毎時
の授業案を15時間分作成し， そのとおり実施できるように組み立てた。今迄の指導例の反省か
ら，教師白身も楽しく授業ができるようにし，入りこみやすく，踊ることが楽しくなり，生徒
と共に踊ることができるように配慮した。既成部分の指導を多くし，教師と児童 ・生徒の負担
を軽くした。 15時間の指導を受けた後には，自ら作ることへ意欲がわくことを期待して計画を
立てた。既成作品の中に自由さを含め，次々と新しいリズムパターンと新しい動きを体験でき
るように組んだ。 15時間分の5時間のみ例としてあげたが，教師が途中でいや気がささないよ
うにくわしく，丁寧に記述した。動きや流れのあるものを言葉で表わすことの困難さをなんと
か少しでも解決できないかということが永年の研究の一つでもあった。言葉かけがそのまま動
きのリズムになるように配慮し，呼間数で、追ったり，言葉で表わしたり，リズム言葉にしたり，
表現言葉にしたりいろいろ工夫した。一つの説明だけではわからない時に困るので，説明の仕
方をいくつか考えた。いずれかで理解できるものと思う。 動きを言葉で表わす困難さを解決し
ないかぎり， 実技は必らず実技の講習を受けなければ実用できないことになり，機会のない人
はいつまでも指導することができない。抽象的な言葉で表現された実技の指導書では，実技指
導の普及につながらない。誰もが指導でき，児童 ・生徒が喜ぶ授業が展開で‘きるような指導書
を作成したいと考えて研究してきた。今回の15時間の授業例がうまく指導されると，児童 ・生
徒は喜んで作品をつくるようになると考えている。 動きは言葉で誘導するのが有効であること
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は，幼児期の模倣運動から大学生の創作舞踊についても同様である。また，スポーツの技能指
導の上でも， 声かけや言葉かけ， リズムパターンを与えることがよい動きを誘導することは周
知のとおりである。従って踊りは，リズム言葉の工夫が最も大切で、あると考えている。ひとま
とまりの動きを感じさせる言葉かけが大切であり，2つの同じ運動のく りかえしでも，タンタ
ンタッター ， タンタンタッターばかりをく りかえしていては， いつまでも車冬車古カfこないまとま
りのない動きの羅列にすぎなく なってしまうので， タンタンタッター ， タンタタターッと声を
かけると 2つの同じ動きでも違ったアクセン トが生まれ，ひとまとまりの動きとして印象づけ
られる。また，伺人の活動としては，ダンスは45分間個々人が常に動く ことができるので，エ
アロピック効果もあげられる。運動量としても女子には持続性に富んだ適当な運動であると考
えている。授業時間中に190にも至る脈博となる者もおり，少なくても120～130であり，多く
は150-160位まで脈博をあげている。ほどよい運動不足解消にもなっている。以上の観点から
すすめたこの指導案例を少しでも多くの教師が実験的に実施してくれることを期待して，現在
毎週講習会を開いているがなかなか受講者がふえてこない。 しかし， 今後は本学卒業生を通し
てこの指導案の多くの実施者をっく り，更に充実した指導案作成のために努力したいと考えて
いる。
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